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　１ 月１１日（日）、平成２７年板野町成人式が、
文化の館さくらホールで盛大に執り行われま
した。
　集まった新成人の皆さんは、懐かしい友人
と記念撮影をしたり、昔話や近況報告など、
久しぶりの再会に笑顔と話が尽きないようで
した。
　成人として新たなスタートを切るこの日は、
皆さんにとって、忘れられない思い出になる
ことでしょう。
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いたの　すがお
2015年2月号

２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

町制施行　６０周年記念事業
　
昭
和
三
十
年
二
月
十
一
日
に
板
西
町
、
松
坂
村
、
栄
村
が
合
併
し
て
か
ら
、
本
年
め
で

た
く
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
板
野
町
で
は
、
こ
の
喜
ば
し
い
日
を
記
念
し
て
祝
賀
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
日
　
時
　
二
月
十
一
日
（
水
）

　
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
板
野
中
学
校
音
楽
部
　
演
奏
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
式
　
典
　
午
前
十
時
〇
〇
分
か
ら

　
　
場
　
所
　
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
予
定
さ
れ
て
い
る
内
容

　
　
　
・
記
念
表
彰
　
　
名
誉
町
民
の
顕
彰
、
各
種
功
労
者
表
彰

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
記
念
講
演
は
無
料
で
ご
観
覧
で
き
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
日
　
時
　
二
月
十
一
日
（
水
）

　
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
板
野
東
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
・
板
野
西
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
・

　
　
　
板
野
南
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
　
演
奏
　
午
後
一
時
〇
〇
分
か
ら

　
　
講
　
演
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
　
場
　
所
　
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
講
　
師
　
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
二
宮
清
純
氏

　
　
演
　
題
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
活
性
化

　　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
役
場
総
務
課
　
☎
六
七
二－

五
九
八
〇

板板板板板板板板板板板板板板板板
野野野野野野野野野野野野野野野野
町町町町町町町町町町町町町町町町
町町町町町町町町町町町町町町町町
制制制制制制制制制制制制制制制制
施施施施施施施施施施施施施施施施
行行行行行行行行行行行行行行行行
六六六六六六六六六六六六六六六六
十十十十十十十十十十十十十十十十
周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記

板
野
町
町
制
施
行
六
十
周
年
記
念念念念念念念念念念念念念念念念念

134名134名新成人
おめでとうございます
新成人
おめでとうございます
１月１１日（日）、文化の館さくらホールで、平成２７年板野町　１月１１日（日）、文化の館さくらホールで、平成２７年板野町成成
人式が執り行われました。板野町では、男性７５名、女性５９名人式が執り行われました。板野町では、男性７５名、女性５９名のの
計１３４名が新たに成人の仲間入りをしました計１３４名が新たに成人の仲間入りをしました。。
式典では、玉井町長から、「新成人の皆さんは２０歳の節目、　式典では、玉井町長から、「新成人の皆さんは２０歳の節目、板板
野町は６０年の節目、共に記念すべき年として、更なる飛躍を野町は６０年の節目、共に記念すべき年として、更なる飛躍を遂遂
げるためにスタートラインに立ちました。節度やルールをげるためにスタートラインに立ちました。節度やルールを守守
り、正しい姿勢で社会へ踏み出してください。」と告辞がありり、正しい姿勢で社会へ踏み出してください。」と告辞があり、、
来賓の方々からも温かい祝辞を頂きました来賓の方々からも温かい祝辞を頂きました。。
式典の最後に、中学校時代の写真や恩師からのビデオレタ　式典の最後に、中学校時代の写真や恩師からのビデオレターー
がスクリーンに流れると、会場は拍手と歓声に包まれましたがスクリーンに流れると、会場は拍手と歓声に包まれました。。

記念品を受け取る記念品を受け取る▶▶
原田遼さん原田遼さん　

▲新成人を代表して謝辞を述べ▲新成人を代表して謝辞を述べるる
米田早希さ　米田早希さんん

二宮清純氏

式
　
　
典

記
念
講
演

▲みんなで並んで記念写真



いたの　すがお
2015年2月号

３

お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

板
野
町
消
防
団
出
初
式

　
一
月
十
二
日
（
月
）、
田
園
パ
ー
ク
の
健
康
の
館
で
、

板
野
町
消
防
団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の

消
防
分
団
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
隊
列
を
組
み
、
勇
ま
し
い

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
は
、
消
防
団
旗
の
入
場
か
ら
始
ま
り
、
功
労
者
へ

の
表
彰
状
や
感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
火
の
用
心
三
唱
で
、
今
年
一
年
の
火
災
ゼ
ロ
を

願
い
ま
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
て
火
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
季
節

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
の
元
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

板野町消防団
出初式の様子

　選挙の告示日（公示日）に合わせて選挙投票所の入場券を各世帯にお送りしていましたが、
次回の選挙から一人一人それぞれに郵送する「はがき形式」に変更します。
　従来のように世帯に属する方の入場券をまとめて封入した「封筒」では届きませんので、ご
注意ください。
　今年は統一地方選挙（徳島県知事選挙および徳島県議会議員一般選挙）、板野町議会議員一
般選挙が予定されています。
　有権者としての私たちの意思を正しく政治に反映させるために、ぜひ投票に行きましょう。

お問い合わせ　板野町選挙管理委員会　☎６７２－５９８０

次次次次次次次次次次次次次次次次回回回回回回回回回回回回回回回回のののののののののののののののの選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙かかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票所所所所所所所所所所所所所所所所入入入入入入入入入入入入入入入入場場場場場場場場場場場場場場場場券券券券券券券券券券券券券券券券がががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままま次回の選挙から投票所入場券が変わりますすすすすすすすすすすすすすすすす

従来の入場券 次回からの入場券



いたの　すがお
2015年2月号

４

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　相続または遺贈等によって財産を取得した人で、その取得した財産に係る課税価格の合計額が以下の相続
税の基礎控除額を超える場合には、相続税の申告をする必要があります。
　

改正後の基礎控除額　３，０００万円＋（６００万円×法定相続人の数）
※申告期限は、相続の開始があったことを知った日の翌日から１０ヶ月目の日です。

　詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp)をご覧ください。

平成２７年１月１日から相続税が変わりました！

　
六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
扶

養
者
が
、
所
得
税
、
町
県
民
税
の

申
告
の
際
に
、
障
害
者
控
除
を
受

け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
現
在

（
対
象
年
中
に
死
亡
さ
れ
た
場
合

は
、
死
亡
日
現
在
）、
次
の
①
、
②

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
板
野

町
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
（
注
１
）

②
要
介
護
認
定
審
査
時
の
「
主
治

医
意
見
書
」
ま
た
は
「
認
定
調

査
票
」
の
「
日
常
生
活
自
立
度
」

欄
に
一
定
以
上
の
記
載
が
あ
る

こ
と
（
注
２
）

（
注
１
）
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の

方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

（
注
２
）要
介
護
１
以
上
で
あ
っ
て

も
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き

　
本
人
ま
た
は
そ
の
親
族
に
限
り

ま
す
。
申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に

あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
印
鑑

・
対
象
者
の
印
鑑

　（
申
請
者
と
対
象
者
が
異
な
る

場
合
）

・
対
象
者
の
「
介
護
保
険
被
保
険

者
証
」

・
親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

①
す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に

該
当
す
る「
身
体
障
害
者
手
帳
」

等
を
お
持
ち
の
方
（
手
帳
の
提

示
に
よ
り
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
）

②
本
人
、
扶
養
者
が
所
得
税
、
町

県
民
税
の
い
ず
れ
も
非
課
税
の

場
合

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

障
害
者
控

障
害
者
控
除除

対
象
者
認
定
書
の
交

対
象
者
認
定
書
の
交
付付

　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

　　
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
第
７
期

　　
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
三

納め忘れのないよう
お気をつけください。

納期限　3月2日（月） 今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料
の

お
知
ら
せ

　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
難
病
の
方
も
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
補
装
具
費
の
支
給

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
二
十

七
年
か
ら
対
象
と
な
る
疾
病
が
百

三
十
か
ら
百
五
十
一
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
役
場
・
福
祉
保
健
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支
給

決
定
な
ど
の
手
続
き
後
、
利
用
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
よ
り
介
護
保
険
の
利

用
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

　
　
胃
六
七
二－

二
五
三
三

障がい
福祉サービスの
対象疾病が
拡大されました

障がい
福祉サービスの
対象疾病が
拡大されました



いたの　すがお
2015年2月号

５

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、

一
月
二
十
三
日
矢
武
の
蓮
教
寺
で

文
化
財
防
火
訓
練
が
あ
り
、
約
五

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
煙
機
着
火
、「
火
事
だ
ー
」
一

一
九
番
通
報
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

よ
る
初
期
消
火
、
宝
物
搬
出
、
消

防
隊
に
よ
る
放
水
、
そ
し
て
鎮
火

と
、
見
事
な
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
し

た
。

　
そ
の
後
、
消
防
署
か
ら
消
火
器

の
使
い
方
の
説
明
が
あ
り
、
地
元

の
皆
さ
ん
十
数
人
の
、
テ
キ
パ
キ

と
し
た
消
火
実
習
が
繰
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

遺
産
を
守
れ
！

　―
文
化
財
防
火
訓
練―
遺
産
を
守
れ
！

　―
文
化
財
防
火
訓
練―

みんなで力を合わせたバケツリレー

コース
◆コミュニティ消防センター
◆３番札所・金泉寺
◆備蓄倉庫
◆県立総合教育センター
◆県立埋蔵文化財センター
◆大坂口御番所跡
◆あせび公園（昼食場所）
◆あせび温泉
◆犬伏蔵佐谷瓦経塚
◆スポーツビレッジ
◆あすたむらんど
◆藍染庵
◆４番札所・大日寺
◆５番札所・地蔵寺
◆遍路道の体験
◆愛染院
◆振袖地蔵
◆岡上神社

ふるさと巡行バスふるさと巡行バス
　今年度から新しいコースに一新しました「ふるさと巡行バス」の、３
月コースのご案内です。
　今回は、馬酔木の花が見頃になる大坂あせび公園へ参ります。他にも
町の防災施設をご覧いただいたり、町内にある県立施設、スポーツ施設
にご案内いたします。
　板野町の「いま」と「むかし」を巡る新しい「ふるさと巡行バス」に
ぜひご参加ください。お待ちしております。

運行日時　３月２２日（日）
　　　　　（午前１０時～午後３時頃）
参加費　無料　 　 発着場所　役場前
持ってくる物　お弁当、お茶
服　　装　動きやすい服、運動靴
　　　　　　※「遍路道の体験」では山道を１５分程度歩きます。

募集人数　２０名
申込み締切日　２月２７日（金）
　※締切日以前でも定員になり次第終了します。
　※参加者が１０名に達しない場合、運行を中止することがあります。

お申し込み　板野町教育委員会　☎６７２－０１３６

日
時
　
三
月
十
五
日
（
日
）

　
　
　
午
後
二
時
～
三
時
十
五
分

場
所
　
板
野
町
文
化
の
館
　
視
聴
覚
室

内
容
　「
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

講
師
　
二
人
組
あ
そ
び
う
た
ユ
ニ
ッ
ト

　
　
　
　
　
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん

　
平
成
十
六
年
に
結
成
さ
れ
た
二
人
組
あ
そ
び
う
た
ユ
ニ
ッ
ト
、
ロ
ケ
ッ

ト
く
れ
よ
ん
は
、「
命
と
仲
間
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
み
ん
な
の
心
が
ぽ

か
ぽ
か
あ
た
た
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
保
育
者

と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
実
際
に
ふ
れ
あ
っ
た
経
験
か
ら
作
る
楽
し
い
あ
そ

び
う
た
を
引
っ
提
げ
て
板
野
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
、

う
た
っ
て
・
お
ど
っ
て
・
ふ
れ
あ
っ
て
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前

の
申
込
が
必
要
で
す
。
定
員

は
百
名
で
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
教
育
委
員
会

　
　
☎
六
七
二－

〇
一
三
六 人

生
共
学
講
座

ご案内ご案内



いたの　すがお
2015年2月号

６

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
ご
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
対
象
者
】

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
、
町
内

へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

【
保
険
料
】

■
小
・
中
学
生
　
　
四
二
〇
円

■
そ
の
他
　
　
　
　
七
二
〇
円

※
一
人
に
つ
き
最
大
二
口
ま
で

【
申
込
受
付
期
間
】

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日（
木
）

～
三
月
三
十
一
日
（
火
）

  （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
保
険
対
象
期
間
】

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

一
年
間

※
今
月
号
の
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ

　（
加
入
依
頼
書
）
に
詳
細
記
載
あ
り

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
〇

平
成
二
十
七
年
度

町
民
交
通
傷
害

保
険
加
入
者

集募

板野警察署の速度取締り重点
次の路線、時間帯を重点に速度違反取締り活動を推進します。

ただし、重点以外の路線、時間帯であっても速度違反取締りを実施することがあります。

規制速度区　　間重点時間帯重点路線

５０､６０km
指定

藍住徳命
～板野IC

６:００～１０:００
２０:００～２４:００

県道徳島
引田線

４０､５０km
指定

川端
～羅漢

１０：００～１６：００
県道鳴門
池田線

５０km
指定

西中富～
上板七條

１８：００～ ２２：００
県道松茂
吉野線

【その他取締り要点】
◇事故多発路線における
シートベルト装着義務違
反の取締り　
◇交差点における信号無
視、一時停止違反等の取
締り　
◇飲酒運転の防止・検挙に
向けたランダムな交通検
問等の実施

　「健診は受けたし、結果通知も来た」でもこの数値ってどうやって見るの？ 今後も健康に過ごすに
は何に注意したらいいのか分からない？ こんなことありませんか。 町では、特定健診を受診した方
を対象に健診結果説明会を開催します。
　健診結果をご自分の健康づくりにいかすためにも、送付されてきた健診結果通知書を持ってぜひ
ご参加ください。

　　　　健診結果についてのお話
　　　　　　　独立行政法人　国立病院機構　
　　　　　　　東徳島医療センター 　院長　長瀬教夫先生

医師、保健師、管理栄養士の
個別相談(30分程度)

健診結果説明会にみんな一緒にいこうで。
「健診は受けたし 結果通知も来た」でもこの数値ってどうやって見るの？今後も健康に過ごすに

健診結果説明会にみんな一緒にいこうで。健診結果説明会にみんな一緒にいこうで。

※個別相談を希望される方は事前にお申し込みください。

●お問い合わせ●
役場福祉保健課

健康相談室（町民センター内）
☎672－5580

健診結果説明会のお知らせ

２月１９日（木）午後６時３０分～８時
町民センター　集団指導室

日　時

場　所

内　容

健診は「受けて終わり」ではなく、「結果
が出てスタート」です。『生活習慣を振り
返る機会』として、ぜひご参加ください。



いたの　すがお
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７

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
三
月
二
十
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　
　
☎
六
七
九－

四
四
四
〇

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
花粉症について

　花粉症とは、スギや檜などの花粉が原因となってくしゃみ・鼻水・鼻閉（３主徴）の
アレルギー症状を起こす病気です。季節性アレルギー性鼻炎とも呼ばれています。

検査と診　検査と診断断
　血液検査・皮膚テストなどでアレルゲンが推定されます。　

主なアレルゲ　主なアレルゲンン
　スギ・ヒノキ・カモガヤ・ブタクサなど

　鼻の三大症状だけでなく、目の症状（かゆみ・涙・充血など）を伴う場合が多く、その他にのどのかゆみ・
皮膚のかゆみ・下痢・熱っぽい感じなどの症状が現れることがあります。

　他にハウスダストの中のダニなどがアレルゲンとなる通年性アレルギー性鼻炎もあります。通年性アレル
ギー性鼻炎はアレルゲンが一年中あるので、症状も一年中あり、喘息・アトピー性皮膚炎などを合併すること
があります。
　最近は、通年性アレルギー性鼻炎と花粉症の両方に悩む人や複数の花粉に反応する人も増えており、ほぼ一
年中くしゃみ・鼻水・鼻閉や目のかゆみ・異物感に悩まされるという人も少なくありません。

症　症　　状状

　花粉症などの季節性アレルギー性鼻炎では外出時にマスクや眼鏡を使用したり、抗アレルギー薬を定期的
に内服などの薬物療法があります。
　通年性アレルギー性鼻炎では、ダニと関係があれば絨毯の除去や清掃を心がけたり、薬物療法やアレルゲン
免疫療法（減感作療法）があります。
　
　２０１５年春のスギ花粉の飛散開始は例年より早いところが多いといわれています。
　四国では、２月上旬に花粉症状が始まる見込みです。

　症状が現れると仕事・家事・勉強等に支障を感じ、気分が晴れない
こともしばしば感じるようになります。
　花粉症がある方は、少しでも日常生活が支障なく送ることが出来る
よう自分なりの症状を抑える方法を実行してみましょう。

治療の方　治療の方法法

●お問い合わせ●
役場福祉保健課
健康相談室

（町民センター内）

☎672－5580



いたの　すがお
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８

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●食品加熱時の 突  沸 に注意！

とっ ぷつ

　
　飲み物などを加熱した場合、急激に沸騰し、中身が飛び散る「突沸」という現象が起こり、やけどを負っ
たという情報が寄せられています。
　
　＊ 突  沸 とは

とっ ぷつ

　液体を温めると、まれに、液体が沸点に達してもブクブクと泡が出ない状態になる場合があり、これを過
熱状態と言います。そして、過熱状態の液体に何らかの刺激が加わると、突然、爆発するように中身が飛び
出すこの現象を「突沸」と言います。
　温める食品が液体であれば、調理器具（電子レンジ、ガスコンロ、ＩＨクッキングヒーター等）によらず「突
沸」は起きる可能性があります。しかし「突沸」は、常に発生する訳ではなく、食品、食器や鍋、調理器具、
加熱時間など、条件の組み合わせが重なった場合に起こる現象ですので、次の点にご注意ください。　
【アドバイス】
　１．電子レンジで飲み物を温める場合は、温めすぎないようにしましょう。
　２．電子レンジで飲み物を温め過ぎた時は、突沸を避けるため、加熱が終了しても容器をすぐに取り出さ

ず、扉を開けないで１～２分冷ましましょう。
　３．液体を温め直す時は、火力を弱めにし、かき混ぜながら行いましょう。

●相談受付時間　午前９時～午後３時
来所、電話、訪問での相談を受付けています。月曜～土曜（土曜日は事前予約のみ）

＊日曜・祝日はお休みです。　

１２月の相談件数は　４６件　でした。

 　板野町消費者協会では、消費生活につい
て、定例会で勉強したり情報交換をするなど
の活動を年間を通じて行っています。
　お金のことや食品表示、契約についてな
ど、身近なところに消費問題はたくさん潜ん
でいます。日常の消費問題について、一緒に
勉強してみませんか？新たな活動のアイデ
アなども募集しています。
　消費者協会の活動に興味がある方は、役場
産業課までお問い合わせください。

お問い合わせ
役場産業課　☎６７２－５９９４

板野町消費者協会
会員募集！

集募

　板野町では、町制施行６０周年を記念して、桜やツツ
ジの植林を計画しています。
　「未来の板野町を桜やツツジの名所に」と、今年度
（初年度）は２００本程度の植林を高尾山の登山道やソフ
トパークの外周に行う予定です。
　そこで、植林のお手伝いをしていただく植林ボラン
ティアを募集いたします。活動に関心や興味のある方
は役場産業課まで、お問い合わせください。

お問い合わせ
役場産業課　☎６７２－５９９４

植林ボランティアを
募集しています

集募



いたの　すがお
2015年2月号

９

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

落札率金額（税込み）担当課業者名委託業務箇所委　託　業　務　名番号

８９.２８%４,８６０,０００円建設課㈱フジタ建設
コンサルタント板野町大寺外平成２６年度　防災安全交付金事業

舗装補修調査設計業務１

平成２６年１２月１９日入札

入札結果をお知らせします

備考落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

９４.５６%１,６３４,０４０円建設課㈱正木産業板野町犬伏
ソフトパークの所

平成２６年度　交通安全対策事業
区画線工事１

８８.４３%２,２６３,６８０円建設課㈲吉建板野町川端
数川宅の所　外３件

平成２６年度　町単独土木事業
舗装工事２

８８.８８%３,５２２,９６０円建設課㈱金岡組板野町松谷
坂東宅の所

平成２６年度　町単独土木事業
道路工事３

８８.９７%２,３３４,９６０円建設課㈲吉建板野町大坂
向井宅の所

平成２６年度　町単独土木事業
道路工事４

抽選８８.８６%４,０５０,０００円建設課四国通建工事㈱板野町犬伏
山田宅の所

平成２６年度　町単独土木事業
排水工事５

抽選８９.０３%１,５００,１２０円建設課三成建設㈱板野町黒谷
藤村地先　外１件

平成２６年度　町単独土木事業
排水工事６

８９.０３%２,０００,１６０円建設課㈲誉建設板野町中久保
矢三宅の所　外１件

平成２６年度　町単独土木事業
排水工事７

抽選８９.３７%１,８６３,０００円建設課㈲築本土建板野町大寺
老人ホーム北　外１件

平成２６年度　町単独土木事業
排水工事８

抽選８６.６４%４,３５１,３２０円建設課㈱吉岡組板野町羅漢字山神平成２６年災害国補第５８号
河川工事９

８６.８８%２,９１８,１６０円産業課㈲栄建設板野町黒谷
磯田の池

平成２６年災
黒谷地区　ため池復旧工事１０

８６.３４%１,７３４,４８０円下水道課小山建設㈲板野町犬伏　大柳平成２６年度　板野町公共下水道
大柳５工区管渠築造工事１１

抽選８６.００%６,１２１,４４０円下水道課㈱金岡組板野町大寺　郡頭平成２６年度　板野町公共下水道
郡頭２工区舗装復旧工事１２

８８.００%４,０８６,７２０円水道課㈱伸建設板野町吹田平成２６年度
吹田地区配水管布設替工事１３

平成２６年１２月１９日入札

板野町ホームページ　http://www.town.itano.tokushima.jp/

　板野町が発注する物品の購入・役務の提供等の入札に参加を希望する方は、申請書を提出してください。
提出書類等詳細は、板野町のホームページに掲載しています。

　　○受付期間　平成２７年２月２日（月）～３月３１日（火）
　　　　　　　　随時受付もいたします。
　　○提出方法　持参又は郵送（持参の場合は土曜日、日曜日及び祝日を除く）
　　○有効期間　平成２７年４月１日～平成２９年３月３１日（２年間）

　　お問い合わせ・提出先　　板野町役場総務課　☎６７２－５９８０
　　　　　　　　　　　　　　〒７７９－０１９２　徳島県板野郡板野町吹田字町南２２－２

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７・・・・・・・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般競競競競競競競競競競競競競競競競争争争争争争争争争争争争争争争争入入入入入入入入入入入入入入入入札札札札札札札札札札札札札札札札（（（（（（（（（（（（（（（（指指指指指指指指指指指指指指指指名名名名名名名名名名名名名名名名競競競競競競競競競競競競競競競競争争争争争争争争争争争争争争争争入入入入入入入入入入入入入入入入札札札札札札札札札札札札札札札札平成２７・２８年度一般競争入札（指名競争入札）））））））））））））））））
参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請書書書書書書書書書書書書書書書書（（（（（（（（（（（（（（（（物物物物物物物物物物物物物物物物品品品品品品品品品品品品品品品品のののののののののののののののの購購購購購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入入入等等等等等等等等等等等等等等等等））））））））））））））））のののののののののののののののの受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付ににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいい参加資格審査申請書（物品の購入等）の受付についててててててててててててててててて



いたの　すがお
2015年2月号

１０

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

お問い合わせ：自衛隊鳴門地域事務所（☎６８５－５３０６）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/　

そ    の    他試  験  期  日受 付 期 間応 募 資 格募 集 種 目

試験会場：
海上自衛隊
徳島教育航空基地（松茂町）
詳細については下記のお問
い合わせ先までご連絡くだ
さい。

１次：５月１６日・１７日
（１７日は飛行要員のみ）
２次：６月１６日～１９日
３次：（航空要員のみ）
（海）７月１３日～７月１７日
（空）７月１８日～８月６日

３月１日～５月１日
（締切日必着）

２２歳以上２６歳未満
（２０歳以上２２歳未満の者は大卒（見込
含）修士課程修了者等（見込含）は
２８歳未満）

大
卒
程
度
試
験

一
　
　
般

幹　部
候補生
（男女）

修士課程修了者等（見込含）で２０歳
以上２８歳未満の者

院
卒
者
試
験

１次：５月１６日
２次：６月１６日～１９日

３月１日～５月１日
（締切日必着）

専門の大卒（見込含）
２０歳以上３０歳未満
（薬剤は２０歳以上２８歳未満）

歯科・薬剤

受付時にお知らせします。年間を通じて行ってお
ります。１８歳以上２７歳未満男子自衛官

候補生

防衛省（東京都市ヶ谷）５月１５日２月１日～４月２４日
（締切日必着）医師・歯科医師の免許取得者医科・歯科幹部

試験会場：
海上自衛隊
徳島教育航空基地（松茂町）
詳細については下記のお問い
合わせ先までご連絡ください。４月１０日～４月１４日

いずれか１日を指定され
ます。

１月８日～３月２４日

１８歳以上３４歳未満一般

予　備
自衛官補 試験会場：

香川県善通寺市（善通寺駐屯地）
詳細については下記のお問
い合わせ先までご連絡くだ
さい。

１８歳以上５３歳～５５歳（技術区分による）
で国家免許資格等を有する者
衛生、語学、整備、情報処理、通信、電
気、建設、放射線管理、法務
国家免許資格等の詳細については、下記
のお問い合わせ先までご連絡ください。

技能

ボートレーサー募集！

 (一財)日本モーターボート競走会では、
ボートレーサーを募集中！

ボートレーサーへの道は広く開かれている。
君の全てを賭けてみないか？

今こそ人生のターニングポイントだ！

応募資格
　①年齢：15歳以上30歳未満

（昭和60年10月2日～平成12年4月1日生まれ）
　②学歴：入学日において中学校を卒業していること
　③身長：175㎝以下
　④体重：男子／47㎏以上57㎏以下
　　　　　女子／42㎏以上50㎏以下
　⑤視力：両眼とも裸眼で0.8以上　など

募集期間
　 1 月 5 日（月）～ 3 月12日（木）　※必着締切

お問い合わせ
日本モーターボート競走会鳴門支部

☎685－5005

BOAT
RACER ボボボボボボボ トトトトトトトレレレレレレレレ サササササササササ 募募募募募集集集集集集集集集！！！！！ボートレーサー募集！

特別職国家公務員（自衛官）受付案内

　放送大学では平成27年度第一学期（4月入学）
の学生を募集中です。
　放送大学はテレビ等の放送やインターネット
を通して学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを
楽しみたいなど、様々な目的で幅広い世代、職業
の方が学んでいます。
　15歳以上の方なら、1科目から学習する選科
履修生・科目履修生として入学できます。
　18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、
入学試験はなく、全科履修生として入学でき、4
年以上在学して、124単位を修得し卒業すると、
学士（教養）の学位を取得できます。
　1つの分野を体系的に学びたい方には「放送
大学エキスパート」を実施しています。

　出願期間は3月20日まで。資料を無料で差し
上げています。お気軽に放送大学徳島学習セン
ター（☎602-0151）までご請求ください。放送大
学ホームページでも受け付けております。

放送大学
4月生募集お知らせ
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お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツS

P
O
R
T
S

プログラムの詳細につきましては、健康の館（☎672－3333）へお気軽にお問い合わせください。

板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

141312111092／8
中級テニス教室
Jｒ.テニス教室
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
スマイル健康講座

チャレンジ５５グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室

弓道教室

21201918171615
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
スマイル健康講座

さわやかテニス
楽しいテニス
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
グラウンド・ゴルフ
バドサークル

弓道教室

28272625242322
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
バドサークル
弓道教室
グラウンド・ゴルフ
ファミリースポーツ教室

楽しいテニス
スマイル健康講座

さわやかテニス
楽しいテニス
バウンドテニス
チャレンジ５５

グラウンド・ゴルフ
気軽にバド
気軽に卓球
カローリングサークル
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

7654323／1
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室
プチ☆チアダンス
スリムアップ教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンド・ゴルフ
バドサークル
弓道教室

楽しいテニス
スマイル健康講座

さわやかテニス
楽しいテニス
バウンドテニス
チャレンジ５５

カローリングサークル
気軽にバド
気軽に卓球
グラウンド・ゴルフ
エアロビクス教室
元気スポーツ教室
バドサークル

弓道教室

板
野
郡
チ
ー
ム

　
総
合
成
績
　
　
第
三
位

　
女
子
総
合
　
　
準
優
勝

　
中
学
生
総
合
　
準
優
勝

　
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、

一
月
四
・
五
・
六
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
県
内
全
域
を
巡
る
四
十
四

区
間
、
約
二
百
六
十
八
・
二
キ
ロ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
板
野
郡
チ
ー

ム
は
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
り
、
総
合
成
績
第
三
位
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
総
合

と
中
学
生
総
合
で
は
、
準
優
勝
と

い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
板
野
町
か
ら
の
出
場
者
】

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・
競
技
者

　
 辻
 　
　

つ
じ

 修
 
し
ゅ
う

 二
 　
　（
西
中
富
）

じ

 

㈱
大
塚
製
薬
工
場

競
技
者

　
 安
  藝
 　
 雄
三
 　
　（
羅
漢
）

あ
 
き
 

ゆ
う
ぞ
う

 

板
野
郡
陸
協

競
技
者

　
 榊
 
さ
か
き

 原
 　
 海
  友
 　
　（
川
端
）

ば
ら
 

み
 
ゆ

 

板
野
中
学
校
二
年

強
化
選
手

　
 奥
 
お
く

 谷
 　
た
に

 登
 
と

 勝
 　
　（
川
端
）

か
ち

 

板
野
中
学
校
一
年

第61回

徳島駅伝
第61回

徳島駅伝
▼徳島県最低賃徳島県最低賃金金
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
―
「
 殿
 

で
ん

 上
 の
ま
じ
は
り
を
だ
に

じ
よ
う

き
ら
わ
れ
し
人
の
 子
 で
、
太
政
大

こ

臣
ま
で
な
り
あ
が
っ
た
る
や
過
分

な
る
ら
む
」
（
略
）
入
道
（
平
清

盛
）
あ
ま
り
に
い
か
っ
て
物
も
の

 給
 は
ず
。
し
ば
し
あ
っ
て
、
「
し

た
まや

つ
が
 頸
 、
さ
う
な
う
き
る
な
、

く
び

よ
く
よ
く
い
ま
し
め
よ
」
と
ぞ
の

給
ひ
け
る
。

　
（
訳
文
）
「
殿
上
人
と
し
て
の
仲

間
入
り
す
る
の
す
ら
嫌
わ
れ
た
人

の
子
孫
の
身
で
、
太
政
大
臣
に
ま

で
成
り
あ
が
っ
た
の
こ
そ
過
分
と

い
う
も
の
」
（
略
）
入
道
相
国
は
、

あ
ま
り
の
怒
り
に
し
ば
ら
く
は
物

を
言
わ
な
い
。
や
や
あ
っ
て
、

「
こ
や
つ
の
首
を
、
た
や
す
く
は

 斬
 る
な
。
よ
く
よ
く

き

 糺
 

き
ゅ
う

 問
 し
て
、

も
ん

事
の
 仔
  細
 を
 問
 い
 正
 し
、
そ
の
後

し
 
さ
い
 

と
 

た
だ

河
原
に
引
き
出
し
て
首
を
 刎
 ね

は

よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
一
文
は
、
古
典
『
平
家
物

語
』「
巻
第
二
」の「
西
光
被
   斬

      

」の

さ
い
く
わ
う
き
ら
れ

一
章
か
ら
の
、引
用
で
あ
る
。こ
れ

は
治
承
元（
一
一
七
七
）年
五
月
、

後
白
河
上
皇
の
近
臣
ら
が
、当
時

日
本
の
 覇
  者
 、平
清
盛
に
反
旗
を

は
 し
や

ひ
る
が
え
し
、
平
家
 討
  伐
 を
は

と
う
 ば
つ

か
っ
た
 鹿
  ヶ
  谷
 の
事
変
を
物
語
る

し
し
 が
 
や

『
平
家
物
語
』
の
一
節
で
あ
る
。

　
こ
の
謀
議
の
内
の
 一
  人
 に
藤
原

ひ
と
 り

 師
  光
 （
法
名
西
光
）
が
い
た
。『
平

も
ろ
 み
つ

家
物
語
』
に
よ
る
と
、
西
光
は
平

清
盛
太
政
大
臣
目
ら
の
 裁
 き
の
場

さ
ば

で
、
清
盛
へ
 悪
  口
  雑
  言
 を
あ
び
せ

あ
 こ
う
 ぞ
う
 ご
ん

た
。
他
の
上
皇
の
近
臣
は
流
罪
で

命
を
つ
な
い
だ
が
、
西
光
は
都
の

 朱
  雀
 大
路
を
引
き
廻
さ
れ
、
加
茂

す
 ざ
く

川
に
さ
ら
さ
れ
、 斬
  首
 と
な
る
厳

ざ
ん
 し
ゆ

し
い
 科
 と
な
っ
た
。

と
が

　
そ
の
子
息
女
八
名
も
、 配
  流
 や

は
い
 る

流
転
の
道
を
 辿
 る
不
遇
な
人
生
と

た
ど

な
っ
た
。自
殺
者
も
い
た
。

　
そ
の
う
ち
六
男
近
藤
 六
 
ろ
く

 親
 
ち
か

 家
 
い
え

は
、
板
野
町
古
城
の
板
西
城
に
 忍
 
し
の

び
、
再
起
を
待
っ
た
。

　
か
つ
て
の
板
西
城
は
、
こ
の
藤

原
師
光
の
遺
児
六
親
家
が
、
築
城

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
寿
永
四
（
一
一
八
五
）
年
源
平

の
 戦
 
い
く
さ

で
、
屋
島
へ
 攻
 め
る

せ

 源
 

み
な
も
と
の

 義
  経
 

よ
し
 つ
ね

を
、
板
野
町
の
大
坂
峠
を
越
え
案

内
し
、
平
家
を
や
ぶ
り
、
か
つ
て

の
父
西
光
の
 復
 
ふ
く

 讐
 を
、
六
親
家
が

し
ゆ
う

果
た
し
た
こ
と
は
、『
平
家
物
語
』

が
書
き
残
し
て
い
る
。

　
板
西
城
は
の
ち
に
、
六
親
家
に

子
息
が
な
く
、
赤
澤
 兵
 
ひ
よ
う

 庫
 
ご
の

 正
 
し
よ
う

 宗
  定
 

む
ね
 さ
だ

に
ゆ
ず
っ
た
。
こ
の
宗
定
に
も
子

が
な
く
、
阿
波
の
守
護
職
小
笠
原

一
族
が
、
そ
の
 跡
 を
つ
い
だ
。

あ
と

　
そ
の
一
族
が
、
天
正
十
（
一
五

八
二
）
年
八
月
の
中
富
川
の
 合
  戦
 

か
つ
 せ
ん

で
、
土
佐
の
武
将
長
宗
我
部
元
親

の
兵
に
よ
り
、
城
と
と
も
に
 全
  滅
 

ぜ
ん
 め
つ

し
た
。

　
赤
澤
 信
  濃
  守
  宗
  伝
 ら
の
一
族
で

し
な
 の
の
 か
み
 そ
う
 で
ん

あ
る
。

　
中
富
川
合
戦
の
戦
死
者
の
中
に

は
、『
三
好
記
』
に
よ
る
と
、
赤
澤

一
族
武
将
に
「
近
藤
内
 蔵
    

 助
 」
の

く
ら
の
 す
け

名
も
見
え
る
。
か
つ
て
の
板
西
城

主
近
藤
六
親
家
 由
  縁
 の
、
武
将
の

ゆ
 え
ん

ひ
と
り
で
あ
ろ
う
か
…
。

　
昨
年
十
二
月
十
五
日
午
後
、
板

野
町
那
東
の
近
藤
一
族
近
藤
 昌
  憲
 

ま
さ
 の
り

さ
ん
（
八
十
二
歳
）
宅
を
訪
問
し
、

一
族
の
話
を
伺
っ
た
。
近
藤
さ
ん

は
町
会
議
員
を
四
期
十
六
年
間
勤

め
、
い
ま
だ
 矍
 
か
く

 鑠
 と
し
て
い
る
。

し
や
く

　
こ
れ
ら
近
藤
六
親
家
を
始
祖
と

し
た
糸
譜
を
つ
ぐ
一
族
と
し
て
、

板
野
町
那
東
に
は
、
近
藤
姓
が
多

い
。
近
藤
さ
ん
の
話
で
は
現
在
そ

の
一
族
が
那
東
に
十
五
軒
、
羅

漢
、
犬
伏
、
そ
し
て
黒
谷
に
各
二

軒
、
合
計
二
十
軒
余
り
が
、
居
住

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
二
月

二
十
六
日
、
板
野
郡
旧
松
坂
村
内

に
存
在
す
る
近
藤
一
族
を
も
っ

て
、
同
族
会
を
結
成
し
、
会
も
開

催
し
た
。
さ
ら
に
近
藤
一
族
を
た

ど
り
「
近
藤
家
系
譜
」
を
作
成
し

て
い
る
。

　
こ
の
系
譜
に
よ
る
と
、
近
藤
六

親
家
の
父
藤
原
 師
  光
 の
先
祖
は
、

も
ろ
 み
つ

 飛
鳥
 時
代
日
本
の
歴
史
に
名
を
残

あ
す
か

す
、
藤
原
 鎌
  足
 や
 不
  比
  等
 に
ま

か
ま
 た
り
 

ふ
 
ひ
 
と

で
、
逆
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
近
藤
六
親
家
が
、
板
西
城
を
ゆ

ず
っ
た
あ
と
、
阿
波
勝
浦
の
新
居

見
城
主
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
藤
一
族
は
、
系
譜
で
は
六
親

家
が
 始
  祖
 と
な
り
、
そ
れ
ら
の
子

し
 
そ

孫
が
代
替
わ
り
を
し
、
寛
永
十
七

（
一
六
四
〇
）
年
、
近
藤
新
五
郎
 忠
 
た
だ

 之
 が
は
じ
め
て
那
東
郷
に
定
住

ゆ
きし

、
板
野
町
近
藤
一
族
の
 許
 と
も
と

な
っ
て
い
る
。

　
当
時
近
藤
家
で
は
、
黒
谷
川
、

松
谷
川
か
ら
流
れ
で
た
、
川
原
の

石
を
取
り
集
め
、
屋
敷
の
周
囲
を

め
ぐ
ら
す
 塀
 を
築
い
た
。
そ
れ
ら

へ
い

積
み
上
げ
た
石
の
塀
は
、
今
も
本

家
近
藤
 公
  文
 氏
宅
の
北
側
や
、
郷

き
み
 ふ
み

土
史
家
近
藤
滋
樹
氏
宅
な
ど
に
残

さ
れ
て
い
る
。

　
入
植
当
時
は
、
黒
谷
川
や
松
谷

川
に
土
手
が
な
く
、
川
が
 氾
  濫
 し

は
ん
 ら
ん

て
い
た
の
で
、
那
東
の
中
心
部
が

安
全
だ
ろ
う
と
、
近
藤
一
族
最
初

の
家
が
、
那
東
郷
に
建
設
さ
れ
た

と
の
近
藤
さ
ん
の
話
だ
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
か
つ
て
の
 古
 え
の
那

い
に
し

東
の
里
が
、
し
の
ば
れ
る
。

堤
　
高
数

其
の 

四
十
七

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

近
藤
一
族

板
野
に
あ

近
藤
一
族
　
板
野
に
あ
りり

「近藤家系譜」



いたの　すがお
2015年2月号

１３

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２7
年
1
月
23
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
つまみ細工の
おひなさま

彩りギャラリー
2月は
“木彫り”です。

平成２7年2月18日（水） 午前１０時～
　彩りの舘では、

「彩りギャラリー」
のコーナーにお
いて毎月様々な
作品を展示し、皆
様のお越しをお
待ちしています。

＊材料代5００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所

目打ち、はさみ用意する物

彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△4　6,6091,6851,2333,691男

　　1　7,2041,7661,3684,070女

△3　13,8133,4512,6017,761合　計

　　0　5,5471,3051,0293,213世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

桝

井

啓

二

藤

井

芳

隆

清

水

照

子

中

川

鈴

子

髙
　

原
　

千

代

子

楠
　

本
　

美

佐

夫

清

水

澄

子

平
　

井
　

喜

八

郎

次

本

律

生

清

水

治

平

赤

澤

光

子

竹

縄

寛

明

河
　

野
　

ハ

ナ

ヱ

近
　

藤
　

カ

メ

ノ

奥

谷
 

雄

楠

本

輝

子

杉
　

本
　

ミ

ユ

キ

三

木

房

子

年
　
　
齢

　80　67　90　88　88　83　85　73　85　89　79　78　77　96　90　73　88　85

住
　
　
所

川
　
　
端

羅
　
　
漢

下
　
　
庄

大
　
　
寺

那
　
　
東

下
　
　
庄

吹
　
　
田

古
　
　
城

吹
　
　
田

吹
　
　
田

唐
　
　
園

西
　
中
　
富

羅
　
　
漢

中
　
久
　
保

川
　
　
端

大
　
　
寺

川
　
　
端

羅
　
　
漢

親
　
の
　
氏
　
名

西
　
岡
　
史
　
宏
　
・
　

か
お
り

盛
　
　
　
凌
　
麻
　
・
　

あ
ず
さ

小
　
川
　
貴
　
広
　
・
　

麻
　
実

喜
多
條
　
　
　
涼
　
・
　

紗
也
可

三
　
原
　
　
　
浩
　
・
　

佐
代
子

山
　
本
　
啓
　
介
　
・
　

真
理
子

小
　
川
　
大
　
樹
　
・
　

沙
　
織

西
　
原
　
行
　
則
　
・
　

ゆ
　
か

子
　の
　名

 希
  乃
  花
 

ノ
 
ノ
 
カ

 陽
 　
 色
 

ヒ
 

イ
ロ

 柚
 　
 希
 

ユ
ズ
 

キ

 李
 　
 音
 

リ
 

ン

 丞
 　
 雲
 

ツ
 

グ
モ

 陽
 　
 仁
 

ハ
ル
 

ヒ
ト

 樹
 　
 生
 

イ
ツ
 

キ

 瑛
 　
 翼
 

エ
イ
 

ス
ケ

住
　
　
所

川
　
端

那
　
東

大
　
寺

西
中
富

川
　
端

吹
　
田

大
　
寺

大
　
坂

性
　別女男男女男男男男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

林
　
田
　
知
　
也

大
　
本
　
浩
　
照

寺
　
田
　
拓
　
真

住
　
　
所

下
　
　
庄

那
　
　
東

鳴
　
門
　
市

妻
　
の
　
氏
　
名

原
　
田
　
真
　
里

湯
　
北
　
恵
理
子

岡
　
島
　
未
　
奈

住
　
　
所

藍
　
住
　
町

那
　
　
東

古
　
　
城

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす



いたの　すがお
2015年2月号

１４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
2

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
3

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日木金土日月火水木金土日月

行
　
事
/
事
　
業

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１２

建
国
記
念
の
日

板
野
町
町
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典
（
文
化
の
館
）　
午
前
　
時
～

６０

１０

板
野
町
町
制
施
行
　
周
年
記
念
講
演
（
文
化
の
館
）　
午
後
１
時
　
分
～

６０

３０

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

健
康
教
室
「
血
圧
の
学
習
会
」（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

日123456789　10
曜
日日月火水木金土日月火

行
　
事
/
事
　
業

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

１
歳
６
か
月
児
聴
力
検
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
１５

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

啓
蟄

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
２
時
～

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

Ca
le
nd
ar

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2015年2月号

１５

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28
曜
日火水木金土日月火水木金土

行
　
事
/
事
　
業

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

巡
回
職
業
相
談
（
東
公
会
堂
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

雨
水

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

心
配
ご
と
一
般
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
９
時
～
９
時
　
分
３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

栄
養
・
歯
科
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月2　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日木金土日月火水木金土日月火水木金土日月

病
院
名

井

内

内

科

野
田
（
泰
）
医
院

野
田
（
五
）
医
院

い
の
も
と
眼
科
内
科

野
田
（
五
）
医
院

友

成

医

院

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク

友

成

医

院

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

春
藤
内
科
胃
腸
科

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

川

原

眼

科

浦

田

病

院

芳

川

病

院

井

上

医

院

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

春
藤
内
科
胃
腸
科

住
所
/
電
話
番
号

上
板
町

6
9
4－

5
3
5
3

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
9

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
8

北
島
町

6
9
8－

8
8
8
7

上
板
町

6
9
4－

2
0
0
8

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

北
島
町

6
9
7－

2
2
2
1

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

上
板
町

6
3
7－

6
0
6
6

松
茂
町

6
9
9－

3
7
7
7

上
板
町

6
3
7－

6
6
0
0

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

松
茂
町

6
9
9－

5
3
5
5

松
茂
町

6
9
9－

8
0
7
0

上
板
町

6
3
7－

6
6
0
0

北
島
町

6
9
7－

3
2
1
3

松
茂
町

6
9
9－

3
7
7
7

月2　月3　月
日　24　25　26　27　28123456789　10

曜
日火水木金土日月火水木金土日月火

病
院
名

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ま
だ
眼
科

高
田
整
形
外
科
病
院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

川

原

眼

科

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

堀
口
整
形
外
科

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

越
智
内
科
胃
腸
科

平

野

内

科

浦

田

病

院

矢

野

医

院

山
田
外
科
内
科

吉
野
川
病
院

住
所
/
電
話
番
号

松
茂
町

6
9
9－

2
7
8
7

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
2

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

8
0
6
0

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

藍
住
町

6
9
2－

4
4
1
1

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

北
島
町

6
9
8－

6
1
1
1

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2015年2月号

１６

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

お
話
は
じ
ま
る
よ板

野
保
育
園

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

　「
今
日
は
何
の
お
話
か
な

あ
。」「
楽
し
み
や
な
あ
。」
子
ど

も
た
ち
の
期
待
い
っ
ぱ
い
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
板
野
保

育
園
で
は
、
お
は
な
し
い
ず
み

会
の
人
た
ち
が
来
て
く
れ
、
大

型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
さ
あ
、
今
日
は
、
ど
ん
な

お
話
が
出
て
く
る
の
か
ド
キ
ド

キ
、
ワ
ク
ワ
ク
。
絵
本
が
開
く

と
目
を
輝
か
せ
ス
ッ
と
お
話
の

世
界
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
き

ま
す
。
真
剣
な
表
情
で
絵
本
を

見
て
い
た
か
と
思
う
と
、
次

は
、「
あ
は
は
っ
。」「
お
も
し
ろ

い
な
あ
。」と
楽
し
そ
う
に
声
を

出
し
て
笑
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
。
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か
ら

も
、
見
る
こ
と
、
聴
く
こ
と
が

大
好
き
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
感
情
が
よ

り
豊
か
に
な
り
、
自
分
で
想
像

し
て
、
考
え
る
力
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
つ
一
つ
の

絵
本
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
あ
る

素
敵
な
感
性
を
引
き
出
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
二
月
二
十
一
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
〇
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

絶
唱
 

湊
　
か
な
え
／
著

桑
港
の
特
急
 

山
本
　
一
力
／
著

サ
ー
カ
ス
ナ
イ
ト

 

よ
し
も
と
ば
な
な
／
著

サ
ー
カ
ス
の
夜
に
 

小
川
　
　
糸
／
著

ゆ
る
い
生
活
 

群
　
よ
う
こ
／
著

島
と
人
類
 

足
立
　
　
陽
／
著

三
成
の
不
思
議
な
条
々

 

岩
井
三
四
二
／
著

保
春
院
義
姫
 

高
橋
　
義
夫
／
著

探
偵
・
竹
花
　
帰
り
来
ぬ
青
春

 

藤
田
　
宜
永
／
著

悲
嘆
の
門
　
上
・
下

 

宮
部
み
ゆ
き
／
著

我
が
心
の
底
の
光
 

貫
井
　
徳
郎
／
著

雨
に
泣
い
て
い
る
 

真
山
　
　
仁
／
著

冷
蔵
庫
を
抱
き
し
め
て
 萩
原
　
　
浩
／
著

そ
れ
い
け
！
ぼ
っ
こ
く
ん

 

富
安
　
陽
子
／
作

リ
リ
コ
は
眠
れ
な
い
 
高
楼
　
方
子
／
作

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ひ
な
ち
ら
し

 

野
村
た
か
あ
き
／
作
・
絵

「
パ
ノ
ラ
ラ
」

 

柴
崎
　
友
香
／
著

　「
わ
た
し
」
は
、
友
人
の
イ
チ
ロ
ー
の

家
に
間
借
り
す
る
こ
と
に
し
た
。
イ
チ

ロ
ー
の
家
族
は
一
癖
あ
る
人
ば
か
り
。

あ
る
日
、
イ
チ
ロ
ー
は
、
自
分
は
お
な

じ
一
日
が
2
回
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が

た
ま
に
あ
る
、
と
私
に
打
ち
明
け
る
の

で
あ
っ
た
。

　「と
お
く
が
み
え
る
ね
、
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

 

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
／
原
作

　
春
に
な
り
ま
し
た
が
、
ム
ー
ミ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
親
友
の
ス
ナ
フ
キ
ン
が
な
か

な
か
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。
遠
く
か
ら
で

も
わ
か
る
よ
う
に
友
だ
ち
が
、
望
遠
鏡

を
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ナ
フ
キ
ン

も
帰
っ
て
き
て
、
秋
に
な
っ
た
あ
る

日
、
望
遠
鏡
が
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

2月・3月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
板
野
町
は
、
昭
和
三
十
年
二

月
十
一
日
に
板
西
町
、
松
坂

村
、
栄
村
が
合
併
し
て
生
ま

れ
、
今
年
六
十
歳
の
還
暦
を
迎

え
ま
す
。

　
町
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念

し
て
、
町
勢
要
覧
を
作
成
し
、

記
念
品
（
板
野
町
オ
リ
ジ
ナ
ル

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
）
と
一
緒
に
各

ご
家
庭
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

二
月
中
旬
か
ら
三
月
末
に
か
け

て
お
配
り
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
受
け
取
り
い
た
だ
き
、
お
買

い
物
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
と
が
き

№
227

文
化
の
館
だ
よ
り

2 月
土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

どんなお話かな？ ドキドキ、ワクワク

はじめに手遊びをするよ

※2月1日は「童謡とわらべ歌のつどい」開催のため図書館は臨時休館いたします。

3 月
土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

313029


